
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　同期式システムおよび非同期式システムの両方でタイマを管理するタイマ管理システム
であって、
　アプリケーションがタイマを機能的に操作できるようにする同期式機能の組を提供する
アプリケーション・プログラム・インターフェース（ＡＰＩ）

　タイマ関連情報を保管するタイマ・データベースと、
　前記タイマの満了を検出するタイマ・サービス・コンポーネントとを含み、
　 前記タイマが満了し 特定のキ
ューにタイムアウト・メッセージを送り、前記タイム・サービス・コンポーネントのハン
ドル機能により、前記タイマを非同期式状態機械内で満了状態に移行させ、前記アプリケ
ーションが不当タイムアウト・メッセージをこうむらずに満了したタイマに作用できるよ
うにする、
　タイマ管理システム。
【請求項２】
　前記特定のキューが前記アプリケーションに付加されるシステム・キューである、請求
項１に記載のタイマ管理システム。
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であって、前記アプリケー
ションが、前記ＡＰＩを介して前記タイマに対して、システム・メモリの割り振られたブ
ロックから前記タイマを作成する動作と、前記タイマを活動化する動作とを実行する、前
記ＡＰＩと、

前記タイマ・サービス・コンポーネントは、 た場合には、



【請求項３】
　 前記アプリケーションが前記タイムアウト
・メッセージを受け取ることに応答して 前記タイマを前記非
同期式状態機械の前記満了状態から同期式状態機械のアイドル状態に移行させ 前記ア
プリケーションが前記タイマに同期式に作用できるようにする、請求項１または２に記載
のタイマ管理システム。
【請求項４】
　前記アプリケーションが前記タイマを停止することに応答して、前記タイマが、前記タ
イムアウト・メッセージがキューに置かれて、前記非同期式状態機械のアイドル状態に移
行される、請求項１ないし３のいずれか一項に記載のタイマ管理システム。
【請求項５】
　 前記タイムアウト・メッセージがデキュー
されることに応答して 前記タイマを前記非同期式状態機械の
前記アイドル状態から同期式状態機械のアイドル状態に移行させ 前記アプリケーショ
ンが前記タイマに同期式に作用できるようにする、請求項４に記載のタイマ管理システム
。
【請求項６】
　 前記タイマが前記アプリケーションによっ
て削除されることに応答して、前記タイマが前記非同期式状態機械の、前記タイマが削除
され、前記タイムアウト・メッセージがキューに置かれた状態に移行され、前記タイムア
ウト・メッセージがデキューされることに応答して 前記タイ
マを前記非同期式状態機械の、前記タイマが削除され、前記タイムアウト・メッセージが
キューに置かれた前記状態から同期式状態機械の非存在状態に移行させ 前記アプリケ
ーションが前記タイマに同期式に作用できるようにする、請求項４または５に記載のタイ
マ管理システム。
【請求項７】
　前記タイマが前記アプリケーションによって活動化されることに応答して、前記タイマ
が、前記タイムアウト・メッセージがキューに置かれて、前記非同期式状態機械の稼働中
状態に移行される、請求項４に記載のタイマ管理システム。
【請求項８】
　 前記タイマが前記アプリケーションによっ
て削除されることに応答して、前記タイマが前記非同期式状態機械の、前記タイマが削除
され、前記タイムアウト・メッセージがキューに置かれた状態に移行され、前記タイムア
ウト・メッセージがデキューされる時に、 前記タイマを前記非
同期式状態機械の、前記タイマが削除され、前記タイムアウト・メッセージがキューに置
かれた状態から同期式状態機械の非存在状態に移行させ 前記アプリケーションが前記
タイマに同期式に作用できるようにする、請求項７に記載のタイマ管理システム。
【請求項９】
　 前記タイマが前記アプリケーションによっ
て停止されることに応答して、前記タイマが、前記タイムアウト・メッセージがキューに
置かれて、前記非同期式状態機械の前記アイドル状態に移行され、前記タイムアウト・メ
ッセージがデキューされることに応答して 前記タイマを前記
非同期式状態機械の前記アイドル状態から同期式状態機械のアイドル状態に移行させ
前記アプリケーションが前記タイマに同期式に作用できるようにする、請求項７に記載の
タイマ管理システム。
【請求項１０】
　 前記タイムアウト・メッセージがデキュー
されることに応答して 前記タイマを前記非同期式状態機械の
前記稼働中状態から同期式状態機械の稼働中状態に移行させ 前記アプリケーションが
前記タイマに同期式に作用できるようにする、請求項７に記載のタイマ管理システム。
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、前記ハンドル機能により、

て、

前記タイマ・サービス・コンポーネントは、
、前記ハンドル機能により、

て、

前記タイマ・サービス・コンポーネントは、

、前記ハンドル機能により、

て、

前記タイマ・サービス・コンポーネントは、

前記ハンドル機能により、

て、

前記タイマ・サービス・コンポーネントは、

、前記ハンドル機能により、
て、

前記タイマ・サービス・コンポーネントは、
、前記ハンドル機能により、

て、



【請求項１１】
　 前記アプリケーションが前記タイマを削除
することに応答して、前記タイマが前記非同期式状態機械の、前記タイマが削除され、前
記タイムアウト・メッセージがキューに置かれた状態に移行され、前記タイムアウト・メ
ッセージがデキューされることに応答して 前記タイマを前記
非同期式状態機械の、前記タイマが削除され、前記タイムアウト・メッセージがキューに
置かれた状態から同期式状態機械の非存在状態に移行させ 前記アプリケーションが前
記タイマに同期式に作用できるようにする、請求項１に記載のタイマ管理システム。
【請求項１２】
　前記アプリケーションが前記タイマを活動化することに応答して、前記タイマが、前記
タイムアウト・メッセージがキューに置かれて、前記非同期式状態機械の稼働中状態に移
行される、請求項１に記載のタイマ管理システム。
【請求項１３】
　 前記タイマが前記アプリケーションによっ
て削除されることに応答して、前記タイマが前記非同期式状態機械の、前記タイマが削除
され、前記タイムアウト・メッセージがキューに置かれた状態に移行され、前記タイムア
ウト・メッセージがデキューされることに応答して 前記タイ
マを前記非同期式状態機械の、前記タイマが削除され、前記タイムアウト・メッセージが
キューに置かれた状態から同期式状態機械の非存在状態に移行させ 前記アプリケーシ
ョンが前記タイマに同期式に作用できるようにする、請求項１２に記載のタイマ管理シス
テム。
【請求項１４】
　 前記タイマが前記アプリケーションによっ
て停止されることに応答して、前記タイマが、前記タイムアウト・メッセージがキューに
置かれて、前記非同期式状態機械のアイドル状態に移行され、前記タイムアウト・メッセ
ージがデキューされることに応答して 前記タイマを前記非同
期式状態機械の前記アイドル状態から同期式状態機械のアイドル状態に移行させ 前記
アプリケーションが前記タイマに同期式に作用できるようにする、請求項１２に記載のタ
イマ管理システム。
【請求項１５】
　 前記タイムアウト・メッセージがデキュー
されることに応答して 前記タイマを前記非同期式状態機械の
前記稼働中状態から同期式状態機械の稼働中状態に移行させ 前記アプリケーションが
前記タイマに同期式に作用できるようにする、請求項１２に記載のタイマ管理システム。
【請求項１６】
　前記ＡＰＩがＤＬＬファイルである、請求項１ないし１５のいずれかに記載のタイマ管
理システム。
【請求項１７】
　同期式システムおよび非同期式システムの両方でタイマを管理する方法であって、
　アプリケーション・プログラム・インターフェース（ＡＰＩ）を介してアプリケーショ
ンによってシステム・メモリの割り振られたブロックからタイマを作成するステップと、
　前記タイマを活動化するステップと、
　前記タイマが満了するステップと、
　前記タイマが満了する時に特定のキューにタイムアウト・メッセージを送るステップと
を含み、
　前記タイマが非同期式状態機械の満了状態に移行され、ハンドル機能が、前記アプリケ
ーションが不当タイムアウト・メッセージをこうむらずに前記満了したタイマに作用でき
るようにする、
　方法。
【請求項１８】
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　前記特定のキューが前記アプリケーションに付加されたシステム・キューである、請求
項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記タイムアウト・メッセージが前記アプリケーションによって受け取られることに応
答して、前記ハンドル機能が前記タイマを前記非同期式状態機械の前記満了状態から同期
式状態機械のアイドル状態に移行させ、前記ハンドル機能が、前記アプリケーションが前
記タイマに同期式に作用できるようにするステップをさらに含む、請求項１７または１８
に記載の方法。
【請求項２０】
　前記アプリケーションが前記タイマを停止することに応答して、前記タイマが、前記タ
イムアウト・メッセージがキューに置かれて、前記非同期式状態機械のアイドル状態に移
行されるステップをさらに含む、請求項１７ないし１９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２１】
　前記タイムアウト・メッセージがデキューされることに応答して、前記ハンドル機能が
前記タイマを前記非同期式状態機械の前記アイドル状態から同期式状態機械のアイドル状
態に移行させ、前記ハンドル機能が、前記アプリケーションが前記タイマに同期式に作用
できるようにする、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記タイマを前記アプリケーションによって削除するステップであって、前記タイマが
前記非同期式状態機械の、前記タイマが削除され、前記タイムアウト・メッセージがキュ
ーに置かれた状態に移行され、前記タイムアウト・メッセージがデキューされる時に、前
記ハンドル機能が前記タイマを前記非同期式状態機械の、前記タイマが削除され、前記タ
イムアウト・メッセージがキューに置かれた前記状態から、同期式状態機械の非存在状態
に移行させ、前記ハンドル機能が、前記アプリケーションが前記タイマに同期式に作用で
きるようにする、前記タイマを前記アプリケーションによって削除するステップをさらに
含む、請求項２０または２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記タイマを前記アプリケーションによって活動化するステップであって、前記タイマ
が、前記タイムアウト・メッセージがキューに置かれて、前記非同期式状態機械の稼働中
状態に移行される、前記タイマを前記アプリケーションによって活動化するステップをさ
らに含む、請求項２０ないし２２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２４】
　前記タイマを前記アプリケーションによって削除するステップであって、前記タイマが
前記非同期式状態機械の、前記タイマが削除され、前記タイムアウト・メッセージがキュ
ーに置かれた状態に移行され、前記タイムアウト・メッセージがデキューされる時に、前
記ハンドル機能が前記タイマを前記非同期式状態機械の、前記タイマが削除され、前記タ
イムアウト・メッセージがキューに置かれた状態から同期式状態機械の非存在状態に移行
させ、前記ハンドル機能が、前記アプリケーションが前記タイマに同期式に作用できるよ
うにする、前記タイマを前記アプリケーションによって削除するステップをさらに含む、
請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記タイマを前記アプリケーションによって停止するステップであって、前記タイマが
、前記タイムアウト・メッセージがキューに置かれて、前記非同期式状態機械の前記アイ
ドル状態に移行され、前記タイムアウト・メッセージがデキューされる時に、前記ハンド
ル機能が前記タイマを前記非同期式状態機械の前記アイドル状態から同期式状態機械のア
イドル状態に移行させ、前記ハンドル機能が、前記アプリケーションが前記タイマに同期
式に作用できるようにする、前記タイマを前記アプリケーションによって停止するステッ
プをさらに含む、請求項２３に記載の方法。
【請求項２６】
　前記タイムアウト・メッセージがデキューされることに応答して、前記ハンドル機能が
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前記タイマを前記非同期式状態機械の前記稼働中状態から同期式状態機械の稼働中状態に
移行させ、前記ハンドル機能が、前記アプリケーションが前記タイマに同期式に作用でき
るようにする、請求項２３に記載の方法。
【請求項２７】
　前記タイマを前記アプリケーションによって削除するステップであって、前記タイマが
前記非同期式状態機械の、前記タイマが削除され、前記タイムアウト・メッセージがキュ
ーに置かれた状態に移行され、前記タイムアウト・メッセージがデキューされる時に、前
記ハンドル機能が前記タイマを前記非同期式状態機械の、前記タイマが削除され、前記タ
イムアウト・メッセージがキューに置かれた状態から同期式状態機械の非存在状態に移行
させ、前記ハンドル機能が、前記アプリケーションが前記タイマに同期式に作用できるよ
うにする、前記タイマを前記アプリケーションによって削除するステップをさらに含む、
請求項１７に記載の方法。
【請求項２８】
　前記タイマを前記アプリケーションによって活動化するステップであって、前記タイマ
が、前記タイムアウト・メッセージがキューに置かれて、前記非同期式状態機械の稼働中
状態に移行される、前記タイマを前記アプリケーションによって活動化するステップをさ
らに含む、請求項１７に記載の方法。
【請求項２９】
　前記タイマを前記アプリケーションによって削除するステップであって、前記タイマが
前記非同期式状態機械の、前記タイマが削除され、前記タイムアウト・メッセージがキュ
ーに置かれた状態に移行され、前記タイムアウト・メッセージがデキューされる時に、前
記ハンドル機能が前記タイマを前記非同期式状態機械の、前記タイマが削除され、前記タ
イムアウト・メッセージがキューに置かれた状態から同期式状態機械の非存在状態に移行
させ、前記ハンドル機能が、前記アプリケーションが前記タイマに同期式に作用できるよ
うにする、前記タイマを前記アプリケーションによって削除するステップをさらに含む、
請求項２８に記載の方法。
【請求項３０】
　前記タイマを前記アプリケーションによって停止するステップであって、前記タイマが
、前記タイムアウト・メッセージがキューに置かれて、前記非同期式状態機械のアイドル
状態に移行され、前記タイムアウト・メッセージがデキューされる時に、前記ハンドル機
能が前記タイマを前記非同期式状態機械の前記アイドル状態から同期式状態機械のアイド
ル状態に移行させ、前記ハンドル機能が、前記アプリケーションが前記タイマに同期式に
作用できるようにする、前記タイマを前記アプリケーションによって停止するステップを
さらに含む、請求項２８に記載の方法。
【請求項３１】
　前記タイムアウト・メッセージがデキューされることに応答して、前記ハンドル機能が
前記タイマを前記非同期式状態機械の前記稼働中状態から同期式状態機械の稼働中状態に
移行させ、前記ハンドル機能が、前記アプリケーションが前記タイマに同期式に作用でき
るようにする、請求項２８に記載の方法。
【請求項３２】
　同期式システムおよび非同期式システムの両方でタイマを管理する方法を実行するため
にその上で稼動するデータ処理システムの動作を制御するコンピュータ・プログラムであ
って、
　アプリケーション・プログラム・インターフェース（ＡＰＩ）を介してアプリケーショ
ンによってシステム・メモリの割り振られたブロックからタイマを作成するステップと、
　前記タイマを活動化するステップと、
　前記タイマが満了するステップと、
　前記タイマが満了する時に特定のキューにタイムアウト・メッセージを送るステップと
を含み、
　前記タイマが非同期式状態機械の満了状態に移行され、ハンドル機能が、前記アプリケ
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ーションが不当タイムアウト・メッセージをこうむらずに前記満了したタイマに作用でき
るようにする、
　コンピュータ・プログラム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、データ処理システムのタイマの管理の分野に関し、具体的には、同期式システ
ムと非同期式システムの両方で使用されるタイマ管理システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
タイマは、特定の時間の瞬間にまたは選択された時間間隔の後に、割込みまたはタイムア
ウト表示を提供するためにセットされることができるデバイスである。タイマは、非常に
多数の同時に発生するタスクまたはイベントを監督して、それらが所定の遅延以内に発生
したかどうかを検出することを通常のプロトコルが必要とするデータ処理システムに必要
である。たとえば、アプリケーションが開始操作を送って、対応するイベントを監督する
ためにタイマを起動するすることができる。イベントの監視が、異なる理由のために割り
込まれなければならない時には、対応するアプリケーションが、停止操作を生成すること
ができる。少し後に、対応するイベントの監視を再び開始することが要求される可能性が
あり、その場合には、アプリケーションが開始操作を生成することができる。イベントに
関連付けられたタイマが、まだ動作中である間に、アプリケーションが対応するイベント
のタイミングを遅らせるために、再開始操作を要求する場合がある。
【０００３】
データ処理システム内の、ＶｘＷｏｒｋｓ（商標）、ＯＳＥ、およびＬｙｎｘなどのリア
ルタイム・オペレーティング・システム（ＲＴＯＳ）は、システムのハードウェアおよび
ソフトウェアのツール管理の基本ソフトウェアであり、たとえばメモリ管理、タスク管理
、データ入出力管理、および、表示画面の処理およびマウスの操作のユーザ・インターフ
ェースなどのハードウェア・リソース管理機能を提供する。オペレーティング・システム
には、さらに、データ処理システム内のアプリケーション・プログラムによって起動され
た、停止された、アイドルである、などの複数のタイマを管理する、タイマ管理プログラ
ムなどのモジュールすなわち、タイマ管理システムを含めることができる。たとえば、ワ
ード・プロセッシング・ソフトウェア、データベース・ソフトウェア、表計算ソフトウェ
アなどのアプリケーション・プログラムが、ＯＳ上の階層ソフトウェア配置の最上層に常
駐する。
【０００４】
従来技術のタイマ管理システムは、同期式すなわち単一タスク、または非同期式すなわち
マルチタスクのいずれかのデータ処理システムで使用される。同期式システムでは、タイ
マが満了する時に、アプリケーションすなわちタイマのユーザが、一般にタイマ・メッセ
ージと称するメッセージによって通知される。非同期式システムでは、タイマが満了する
時に、タイマ・メッセージが、アプリケーションすなわちタイマのユーザに送られる前に
、キューに保管される可能性がある。アプリケーションがタイマ・メッセージを受け取る
前にタイマを停止した場合には、タイマはアイドル状態に戻る。しかし、いくつかのオペ
レーティング・システムは、アプリケーションがタイマ・メッセージを受け取る前に満了
したタイマに対する操作を実行した時に、タイマ・メッセージをキューから除去すること
を許可しない。その後、タイマ・メッセージ内の特殊な状態変数によって、それが不当タ
イムアウト・メッセージであるという事実が示される。同期式システムでは、この問題が
発生しない。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
したがって、非同期式アプリケーションが非同期式システム内のタイマに同期式に作用す
る、同期式システムと非同期式システムの両方で使用されるタイマ管理システムを開発す

10

20

30

40

50

(6) JP 4009192 B2 2007.11.14



ることが望ましい。アプリケーションに対して透過的な、これらの不当タイムアウト・メ
ッセージをフィルタリングする機能を開発することが望ましい。さらに、新しいシステム
・メモリの割振りなしにタイマを再初期化できるようにすることが望ましい。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
上で概要を示した問題は、少なくとも部分的に、いくつかの実施形態で、マルチタスク・
システムすなわち非同期式システムの非同期式アプリケーションが同期式にタイマに作用
できるようにするハンドル機能によって解決することができる。すなわち、非同期式シス
テムのタイマがタイムアウトする時に、ハンドル機能が、非同期式アプリケーションが同
期式にタイマに作用できるようにすることによって、不当タイムアウト・メッセージをフ
ィルタリングする。
【０００７】
一態様では、本発明は、アプリケーションがタイマを機能的に操作できるようにする同期
式機能の組を提供するアプリケーション・プログラム・インターフェース（ＡＰＩ）を含
む、同期式システムと非同期式システムの両方でタイマを管理するタイマ管理システムを
提供する。タイマ管理システムには、さらに、タイマ関連情報を保管するタイマ・データ
ベースが含まれる。さらに、タイマ管理システムには、タイマの満了を検出するタイマ・
サービスが含まれる。タイマ・サービスのハンドル機能を用いると、非同期式アプリケー
ションすなわち非同期式システム内のアプリケーションが同期式にタイマに作用できるよ
うになる。タイマが満了した時に、タイマ・サービスのハンドル機能を用いると、非同期
式アプリケーションが、不当タイムアウト・メッセージをこうむらずに、満了したタイマ
に作用できるようになる。
【０００８】
第２の態様では、本発明は、同期式システムと非同期式システムの両方でタイマを管理す
る方法であって、アプリケーション・プログラム・インターフェース（ＡＰＩ）を介して
アプリケーションによってシステム・メモリの割り振られたブロックからタイマを作成す
るステップと、前記タイマを活動化するステップと、前記タイマが満了するステップと、
前記タイマが満了する時に特定のキューにタイムアウト・メッセージを送るステップであ
って、前記タイマが非同期式状態機械の満了状態に移行され、ハンドル機能が、前記アプ
リケーションが不当タイムアウト・メッセージをこうむらずに前記満了したタイマに作用
できるようにする、ステップとを含む方法を提供する。
【０００９】
本発明の一実施形態では、タイマを、タイマを作成するのに使用されたものと同一のメモ
リの割り振られたブロックから再初期化することができる。本発明のもう１つの実施形態
では、タイマを作成するのに使用されたものと同一のメモリの割り振られたブロックを使
用して、タイムアウト・メッセージを送ることができる。
【００１０】
本発明の好ましい実施形態を、例として、添付図面に関して詳細に説明する。
【００１１】
【発明の実施の形態】
本発明には、非同期式システムと同期式システムの両方でタイマを管理するタイマ管理の
システムおよび方法が含まれる。本発明の一実施形態では、タイマ管理システムに、アプ
リケーションがタイマを機能的に操作できるようにする同期式機能の組を提供するアプリ
ケーション・プログラム・インターフェース（ＡＰＩ）が含まれる。タイマ管理システム
には、さらに、タイマ関連情報を保管するタイマ・データベースが含まれる。さらに、タ
イマ管理システムに、タイマの満了を検出するタイマ・サービスが含まれる。タイマ・サ
ービスのハンドル機能を用いると、非同期式アプリケーションすなわち、マルチタスク・
システム内のアプリケーションが、同期式にタイマに作用できるようになる。すなわち、
非同期式システムのタイマがタイムアウトする時に、ハンドル機能を用いると、非同期式
アプリケーションが、不当タイムアウト・メッセージをこうむらずに、満了したタイマに
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作用できるようになる。本発明のもう１つの実施形態では、タイマの作成に使用されたも
のと同一のメモリの割り振られたブロックから、タイマを再初期化することができる。本
発明のもう１つの実施形態では、タイマの作成に使用されたものと同一のメモリの割り振
られたブロックを使用して、タイムアウト・メッセージを送ることができる。
【００１２】
図１　コンピュータ・システム
図１に、本発明を実践するハードウェア環境を表すデータ処理システム１３の通常のハー
ドウェア構成を示す。データ処理システム１３は、システム・バス１２によってさまざま
な他の構成要素に結合される、普通のマイクロプロセッサなどの中央処理装置（ＣＰＵ）
１０を有する。ＶｘＷｏｒｋｓ（商標）、ＯＳＥ、Ｌｙｎｘなどのリアルタイム・オペレ
ーティング・システム４０が、ＣＰＵ１０上で稼動し、図１のさまざまな構成要素の制御
を提供し、機能を調整する。「従来の技術」の節で述べたように、タイマ管理プログラム
すなわちタイマ管理システムは、オペレーティング・システム４０内のモジュールに常駐
することができる。もう１つの実施形態では、たとえばタイマ管理システムなどのアプリ
ケーション４２がオペレーティング・システム４０と共に稼動し、アプリケーション４２
によって実行されるさまざまな機能を実施するオペレーティング・システム４０への出力
呼出しを提供する。読取専用メモリ（ＲＯＭ）１６が、システム・バス１２に結合され、
ＲＯＭ１６には、データ処理システム１３のある基本機能を制御する基本入出力システム
（「ＢＩＯＳ」）が含まれる。ランダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）１４、入出力アダ
プタ１８、および通信アダプタ３４も、システム・バス１２に結合される。オペレーティ
ング・システム４０およびアプリケーション４２を含むソフトウェア・コンポーネントが
、コンピュータ・システムの主記憶であるＲＡＭ１４にロードされることに留意されたい
。入出力アダプタ１８は、ディスク・ユニット２０および磁気テープ・ドライブ４１と通
信する small computer system interface（「ＳＣＳＩ」）アダプタとすることができる
。通信アダプタ３４は、バス１２を外部ネットワークに相互接続し、データ処理システム
１３が他のそのようなシステムと通信できるようにする。入出力装置も、ユーザ・インタ
ーフェース・アダプタ２２およびディスプレイ・アダプタ３６を介してシステム・バス１
２に接続される。ディスプレイ・モニタ３８が、ディスプレイ・アダプタ３６を介してシ
ステム・バス１２に接続される。この形で、ユーザがキーボード２４またはマウス２６を
介してシステム１３に入力でき、ディスプレイ３８を介してシステム１３から出力を受け
取ることができる。
【００１３】
本発明の好ましい実施形態には、本明細書に記載の１つまたは複数の方法を実行するよう
にプログラムされたコンピュータ・システムとしての実施形態と、計算機可読記録媒体に
記録されたプログラム・コードを含むコンピュータ・プログラム製品としての実施形態と
が含まれる。コンピュータ・システム実施形態によれば、１つまたは複数の方法を実行す
る命令の組が、全般的に上で説明したように構成された１つまたは複数のコンピュータ・
システムのランダム・アクセス・メモリ１４内に常駐する。コンピュータ・システムによ
って要求されるまで、命令の組を、たとえばディスク・ドライブ２０（ディスク・ドライ
ブ２０内での最終的な使用のための光ディスクまたはフロッピ・ディスクなどの取外し可
能メモリを含めることができる）などの、別のコンピュータ・メモリにコンピュータ・プ
ログラム製品として保管することができる。さらに、コンピュータ・プログラム製品を、
別のコンピュータに保管し、ネットワークまたはインターネットなどの外部ネットワーク
によってユーザのワーク・ステーションに所望の時に送信することができる。命令の組の
物理的保管によって、それが保管される媒体が物理的に変更され、その結果、その媒体が
コンピュータ可読情報を担持することを、当業者は諒解するであろう。この変更は、電子
的、磁気的、化学的、または他の物理的変更とすることができる。
【００１４】
図２　タイマ管理システム
図２に、タイマ管理システム２００の実施形態を示す。「従来の技術」の節で述べたよう
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に、オペレーティング・システムに、タイマ管理システム２００を含むモジュールを含め
ることができる。オペレーティング・システムは、通常は、データ処理システム１３のカ
ーネル内に常駐する。もう１つの実施形態では、タイマ管理システム２００を、オペレー
ティング・システムから独立な通常の階層ソフトウェア配置の最上位層に常駐するアプリ
ケーション・プログラムとすることができる。
【００１５】
タイマ管理システム２００には、アプリケーション・プログラム・インターフェース（Ａ
ＰＩ）２２０、タイマ・データベース２３０、およびタイマ・サービス・コンポーネント
２４０が含まれる。ＡＰＩ２２０を用いると、ソフトウェア・アプリケーション２１０が
データ処理システム１３内のタイマを、たとえば起動、停止、再起動、削除など、機能的
に操作できるようになる。説明を単純にするために、タイマ管理システム・サービスを使
用するソフトウェア・アプリケーション２１０を、「ユーザ」と呼称する場合があること
に留意されたい。ＡＰＩ２２０は、タイマの作成、始動、停止、および削除の同期式機能
の組を提供する。一実施形態では、ＡＰＩ２２０を、ダイナミック・リンク・ライブラリ
（ＤＬＬ）ファイルとすることができる。ＤＬＬファイルは、それを使用するアプリケー
ション・プロセスとは別にコンパイルされ、リンクされ、保管される、アプリケーション
の間で共用されることができるコードをエクスポートする１つまたは複数の機能を含むフ
ァイルである。さらに、ＡＰＩ２２０によって提供される同期式機能の組を用いると、ユ
ーザ・アプリケーション２１０が、タイマ・データベース２３０にアクセスできるように
なる。タイマ・データベース２３０は、たとえば作成されたタイマのタイマ・レコードな
ど、タイマ関連情報のリポジトリとされることができる。タイマ・データベース２３０を
、たとえばリンク・リスト、間隔リストなど、任意の形で構成できることに留意されたい
。
【００１６】
ＯＳタスクであるタイマ・サービス２４０は、ＡＰＩ２２０を介してタイマを開始したア
プリケーション２１０のそれぞれに対応するタイマの満了を検出する。タイマ・サービス
２４０は、タイマ・データベース２３０を維持すると同時に、満了したタイマについてタ
イマ・データベース２３０をスキャンする。タイマ・データベース２３０のスキャンは、
規則的な時間間隔で実行されることができる。タイマが満了した場合には、タイマ・サー
ビス２４０が、タイマ管理システムが単一タスク・システムまたはマルチタスク・システ
ムのどちらで実施されるかに応じて、適当な処置を講じる。単一タスク・システムすなわ
ち同期式システムでは、下で詳細に説明するように、タイマ・サービス２４０がタイムア
ウト機能を呼び出して、タイムアウト・メッセージをユーザ・アプリケーション２１０に
送る。マルチタスク・システムすなわち非同期式システムでは、下で詳細に説明するよう
に、タイマ・サービス２４０が、タイマが満了した場合にアプリケーションのタスクにタ
イムアウト・メッセージを送る。送られるタイムアウト・メッセージは、図３に関してさ
らに説明するように、タイマが作成された時に割り振られたメモリのブロックと同一のメ
モリのブロックである。「従来の技術」の節で述べたように、タイマ・メッセージは、マ
ルチタスク・システムでアプリケーション２１０に送る前にキューに保管されることがで
きる。アプリケーション２１０が、タイマ・メッセージを受け取る前にタイマを停止する
場合に、タイマはアイドル状態に戻る。しかし、いくつかのオペレーティング・システム
は、アプリケーション２１０が、タイマ・メッセージを受け取る前に満了したタイマに対
する操作を実行する時に、タイマ・メッセージをキューから除去することを許可しない。
その後、タイマ・メッセージ内の特殊な状態変数によって、それが不当タイムアウト・メ
ッセージであるという事実が示される。非同期式アプリケーション２１０が非同期式シス
テムでタイマに同期式に作用できるようにすることによって、不当タイムアウト・メッセ
ージを防ぐタイマ管理システム２００の詳細な説明を下で示す。さらに、新しいシステム
・メモリを割り振らずにタイマを再初期化できるようにするタイマ管理システム２００の
詳細な説明を下で示す。
【００１７】
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図３　タイマ管理システムの状態機械の例示
図３に、タイマ管理システム２００の動作に使用することができる状態機械３００の本発
明の実施形態を示す。状態機械３００によって、単一タスク・システムすなわち同期式シ
ステムと、マルチタスク・システムすなわち非同期式システムの両方のタイマを並行して
管理するタイマ管理システム２００が示される。状態機械３００には、単一タスク状態機
械３０１およびマルチタスク状態機械３０２が含まれる。単一タスク状態機械３０１の状
態には、状態３０３、３０４、および３０５が含まれる。マルチタスク状態機械３０２の
状態には、状態３０６、３０７、３０８、および３０９が含まれる。
【００１８】
図３を参照すると、状態機械３００は、タイマが作成されるまで状態３０３の非存在（「
ＮＥ」）にとどまる。すなわち、状態３０３は、タイマが存在しない状態を表す。タイマ
が作成（「Ｃ」）された時に、状態機械３００は状態３０３から状態３０４に推移する。
状態３０４は、タイマが作成され、初期化の準備ができている状態を表す。すなわち、タ
イマはアイドル（「Ｉ」）である。一実施形態では、タイマ・サービス２４０がメモリの
ブロックからタイマを作成する。タイマ作成のために割り振られるメモリのブロックを、
その後、タイマ・データベース２３０に保管することができる。タイマ作成のために割り
振られるメモリのブロックの説明を下でタイムアウト・メッセージのデータ構造に関して
示す。
【００１９】
タイマが状態３０４にある間に削除（「Ｄ」）される場合には、状態機械３００は状態３
０４から状態３０３に推移する。タイマが状態３０４にある間に活動化（「Ａ」）される
場合には、状態機械３００は状態３０４から状態３０５に推移する。状態３０５は、前に
作成されたタイマが稼働中（「Ｒ」）である状態を表す。タイマが状態３０５にある間に
削除される場合には、状態機械は状態３０５から状態３０３に推移する。稼働中のタイマ
が停止（「Ｏ」）される場合には、状態機械３００は状態３０５から状態３０４に推移す
る。タイマが状態３０４で削除されるのではなく活動化される場合には、タイマが新しい
システム・メモリの割振りなしにすなわち同一のシステム・メモリを使用して、再初期化
すなわち再起動される。状態３０５でタイマが満了する場合には、タイムアウト・メッセ
ージ（「Ｔｓ」）がアプリケーション２１０に同期式に通知され、状態機械３００は状態
３０５から状態３０３に推移する。
【００２０】
上で述べたように、送られるタイムアウト・メッセージは、タイマが作成された時に割り
振られたメモリのブロックと同一のメモリのブロックである。その理由は、タイマを作成
するプロシージャがアプリケーション２１０によって見られない、タイマ・サービス２４
０による使用のための余分なメモリ・スペースを作成するからである。タイムアウト・メ
ッセージのデータ構造４００の実施形態の図を図４に示す。タイムアウト・メッセージに
、少なくとも２つの別個の部分を含めることができる。アプリケーション部分４１０に、
アプリケーション２１０に関する情報を含めることができる。単一タスク・システムでは
、アプリケーション部分４１０に、タイムアウト機能と、アプリケーション２１０によっ
て所有されるコンテキスト・フィールドを含めることができる。マルチタスク・システム
では、アプリケーション部分４１０に、同一のコンテキスト・フィールドならびに、たと
えばメッセージを送るキュー、アプリケーション・タスク識別子などの、アプリケーショ
ン２１０を識別するのに必要な情報を含めることができる。タイマ・サービス部分４２０
には、たとえばタイマ・データベース２３０に保管されたタイマのメモリ・アドレスへの
ポインタなど、いくつかの追加フィールドを含めることができる。タイマ・サービス部分
４２０は、アプリケーション２１０によって見られない。
【００２１】
図３を参照すると、アプリケーション２１０は、タイマが、現在の状態と異なる状態で動
作していると誤って信じる可能性がある。たとえば、アプリケーション２１０は、タイマ
が実際には状態３０４でアイドルである時に、タイマが稼働中であると誤って信じる可能
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性がある。その場合に、アプリケーション２１０は、アイドル状態のタイマを停止する可
能性があり、これは、状態３０４のアーチ型の線によって表される。さらに、アプリケー
ション２１０は、タイマが実際には状態３０５で稼働中である時に、タイマがアイドルで
あると誤って信じる可能性がある。その場合に、アプリケーション２１０は、状態３０５
のアーチ型の線によって示されるように、稼働中の状態のタイマを活動化する可能性があ
る。
【００２２】
マルチタスク・システムすなわち非同期式システムでは、タイムアウト・メッセージが、
アプリケーションのタスクに送られる。「従来の技術」の節で述べたように、タイマが、
非同期式システムで満了する時には、タイマ・メッセージが、アプリケーション２１０に
送られる前にキューに保管される可能性がある。アプリケーション２１０が、タイマ・メ
ッセージを受け取る前にタイマを停止する場合に、タイマは、アイドル状態に戻る。しか
し、いくつかのオペレーティング・システムは、アプリケーション２１０が、タイマ・メ
ッセージを受け取る前に、満了したタイマに対する操作を実行する時に、タイマ・メッセ
ージをキューから除去することを許可しない。その後、タイマ・メッセージ内の特殊な状
態変数によって、それが不当タイムアウト・メッセージであるという事実が示される。ユ
ーザ・アプリケーション２１０に透過的なこれらの不当タイムアウト・メッセージをフィ
ルタリングする処理の説明を下で示す。
【００２３】
非同期式システムでは、状態３０５のタイマが満了する時に、タイムアウト・メッセージ
（「Ｔｍ」）が、キューに置かれる。一実施形態では、タイムアウト・メッセージＴｍが
、アプリケーション２１０に付加されるシステム・キューに保管される。タイムアウト・
メッセージＴｍを保管するキューを、システム・メモリ内のどこにでも配置することがで
きることに留意されたい。状態３０５のタイマが非同期式システムで満了する時に、状態
機械３００は状態３０５から状態３０６に推移する。状態３０６は満了状態（「Ｅ」）で
あり、ここで、タイマは稼動しておらず、タイムアウト・メッセージＴｍがキューに置か
れている。アプリケーション２１０が、タイムアウト・メッセージＴｍを受け取るとすぐ
に、アプリケーション２１０に透過的なタイマ・サービス２４０のハンドル機能（「Ｈ」
）が、非同期式システムのアプリケーション２１０がタイマに同期式に作用できるように
する。すなわち、ハンドル機能は、状態機械３００をマルチタスク状態機械３０２の状態
から単一タスク状態機械３０１の状態に移行させる。たとえば、アプリケーション２１０
が、状態機械が状態３０６である時にタイムアウト・メッセージＴｍを受け取る場合に、
ハンドル機能は状態機械３００をマルチタスク状態機械３０２の状態３０６から単一タス
ク状態機械３０１のアイドル状態３０４に移行させる。
【００２４】
非同期式アプリケーション２１０すなわち非同期式システムのアプリケーションが、たと
えばアプリケーション２１０に付加されたシステム・キューなどのキューに保管されたタ
イムアウト・メッセージＴｍを受け取っていない場合に、非同期式アプリケーション２１
０は、タイマが満了したことを知らない可能性がある。非同期式アプリケーション２１０
は、タイマが稼働中であると誤って信じてタイマを停止する可能性がある。非同期式アプ
リケーション２１０は、その後、状態３０６から状態３０７への推移によって表されるよ
うに、タイマがアイドル状態であると信じる可能性がある。状態３０７は、タイマがアイ
ドル状態であり、タイムアウト・メッセージＴｍがまだキューにある状態（「ＩＱ」）で
ある。タイムアウト・メッセージがデキューされる時に、非同期式アプリケーション２１
０に透過的なハンドル機能が状態機械３００をマルチタスク状態機械３０２の状態３０７
から単一タスク状態機械３０１のアイドル状態３０４に移行させる。状態３０６である間
に、非同期式アプリケーション２１０がタイマを削除する場合には、状態機械３００は状
態３０６から状態３０８に推移する。状態３０８は、タイマが削除され、タイムアウト・
メッセージＴｍがまだキューに置かれている状態（「ＤＱ」）である。タイムアウト・メ
ッセージがデキューされる時に、非同期式アプリケーション２１０に透過的なハンドル機
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能が状態機械３００をマルチタスク状態機械３０２の状態３０８から単一タスク状態機械
３０１の非存在状態３０３に移行させる。状態３０６である間に、非同期式アプリケーシ
ョン２１０がタイマを活動化する場合には、状態機械３００が状態３０６から状態３０９
に推移する。状態３０９はタイマが稼動状態であり、タイムアウト・メッセージＴｍがま
だキューに置かれている状態（「ＲＱ」）である。タイムアウト・メッセージがデキュー
される時に、非同期式アプリケーション２１０に透過的なハンドル機能が状態機械３００
をマルチタスク状態機械３０２の状態３０９から単一タスク状態機械３０１の稼働状態３
０５に移行させる。
【００２５】
状態３０７で、非同期式アプリケーション２１０がタイマを削除する場合には、状態機械
３００は状態３０７から状態３０８に推移する。タイムアウト・メッセージがデキューさ
れる時に、ハンドル機能が状態機械３００をマルチタスク状態機械３０２の状態３０８か
ら単一タスク状態機械３０１の非存在状態３０３に移行させる。状態３０７にいる間に、
非同期式アプリケーション２１０がタイマを活動化する場合には、状態機械３００は状態
３０７から状態３０９に推移する。タイムアウト・メッセージがデキューされる時に、非
同期式アプリケーション２１０に透過的なハンドル機能が状態機械３００をマルチタスク
状態機械３０２の状態３０９から単一タスク状態機械３０１の稼動状態３０５に移行させ
る。タイマが状態３０９で再初期化すなわち再起動される時に、タイマが状態３０４で作
成された時に割り振られたシステム・メモリと同一の割り振られたシステム・メモリを使
用することに留意されたい。
【００２６】
状態３０９にいる間に、非同期式アプリケーション２１０がタイマを停止する場合に、状
態機械３００は状態３０９から状態３０７に推移する。タイムアウト・メッセージがデキ
ューされる時に、非同期式アプリケーション２１０に透過的なハンドル機能が状態機械３
００をマルチタスク状態機械３０２の状態３０７から単一タスク状態機械３０１のアイド
ル状態３０４に移行させる。状態３０９にいる間に、非同期式アプリケーション２１０が
タイマを削除する場合には、状態機械３００は状態３０９から状態３０８に推移する。タ
イムアウト・メッセージがデキューされる時に、非同期式アプリケーション２１０に透過
的なハンドル機能が、状態機械３００をマルチタスク状態機械３０２の状態３０８から単
一タスク状態機械３０１の非存在状態３０３に移行させる。
【００２７】
単一タスク状態機械３０１内と同様に、非同期式アプリケーション２１０が、タイマが実
際にはそうでない状態で動作していると誤って信じる可能性がある。たとえば、非同期式
アプリケーション２１０がタイマが実際には状態３０７でアイドルである時に、タイマが
稼働中であると誤って信じる可能性がある。その場合に、非同期式アプリケーション２１
０は状態３０７でタイマを停止する可能性があり、これは、状態３０７のアーチ型の線に
よって表される。さらに、非同期式アプリケーション２１０は、タイマが実際には状態３
０９で稼働中である時に、タイマがアイドルであると誤って信じる可能性がある。その場
合に、非同期式アプリケーション２１０は、稼動状態のタイマを活動化する可能性がある
が、これは、状態３０９のアーチ型の線によって表される。
【００２８】
本発明のタイマ管理のシステムおよび方法を、複数の実施形態に関して説明したが、本明
細書に示された特定の形態に制限することは意図されておらず、逆に、請求項によって定
義される本発明の趣旨および範囲に正当に含めることができる、代替形態、修正形態、お
よび同等物を含むことが意図されている。見出しが編成のためのみに使用され、説明また
は請求項の範囲を制限することを意図されていないことに留意されたい。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明に従って構成されたデータ処理システムを示す図である。
【図２】　タイマ管理システムの実施形態を示す図である。
【図３】　非同期式アプリケーションが非同期式システムで同期式にタイマに作用してい
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る、本発明のタイマ管理システムを示す状態機能を示す図である。
【図４】　タイムアウト・メッセージのデータ構造の実施形態を示す図である。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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